














米国経済学会の学術誌である，Journal of Economic 
























































































































































































































した操作変数法（IV; Instrumental Variable 
Approach）の他に，回帰不連続デザイン（RDD; 
Regression Discontinuity Design），差の差分析
（DD; Difference in Differences），傾向スコアマッ

































































































































８） 佐和（1982）49-52頁。レイヨンフーヴッド「エコン族の生態」は，Western Economic Journal 誌に掲載された寓話で
ある。武藤博道氏による邦訳は筑摩書房の『展望』1974年４月号（41-51頁）に掲載されている。
９） Levitt and Dubner（2005）。邦訳は2006年に，増補改訂版の邦訳は2007年に出版されている。
10） 筆者の知る限りであるが，2015年に刊行された計量経済学のテキストブックの中から例示すると，末石（2015），山本
（2015），田中（2015），鹿野（2015）などが挙げられる。
11） 原書は Goolsbee et al. （2013）である。
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